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事業名

事業内容：

事業の目標：

事業の効果：

今後の取り組み：

事業費総額： （単位：円）

基金充当額： （単位：円）

担当者からのお礼のメッセージ：

担当部署：

連絡先：

（事業の写真を添付）

901,000

1,096,000

弁護士委託料

令和６年度　ふるさとてだこの都市応援基金　事業報告書

事業内容を各学校に周知し、相談業務・研修業務ともに活用を促進する。

スクールロイヤーの存在があることで保護者対応も法的根拠のもとにでき、学
校現場に安心感を与えることができた。スクールロイヤーの対応で問題も最小
限に抑えることができ、教員の時間的・精神的負担を軽減することができた。
令和6年度の活用件数は学校への助言と研修を合わせて12件あった。

１．浦添市立小学校及び浦添市立小中学校への法的観点を踏まえた助言
２．学校の児童生徒への授業
３．学校の教職員に対する研修
４．その他
児童生徒、職員に係る学校諸問題の範囲で、学校に在籍する児童生徒の最善の
利益を実現するため、市立小中学校への法的側面を踏まえた助言や指導等を行
う弁護士（スクールロイヤー）を委託する。

１．学校で起こる様々な問題に法的根拠のもと対応し、将来的に教師の力量を高める。
２．教員の保護者対応への時間的・精神的負担軽減を図る。
３．安心・安定した学校経営が可能となり、子どもにとって最適な教育環境を守ることができ、
子どもにとって最善の利益を実現することができる。
４.学校の課題に、法的助言指導、法的サービスの提供を見識のある弁護士が指導の場に同席し
て行うことで学校に安心を与える。
５．問題を最小限に抑える。

（18）～（33）小中学校応援事業

本事業を行うことで、学校が安心
して保護者対応ができ、業務負担
軽減にもつながっております。あ
りがとうございます。

学校教育課　管理係

098（876）1218

弁護士による教職員への研修の様子


